
教員氏名 植松　透

主な担当科目

オーケストラ・スタディ特別演習①,オーケストラ・スタディ特別演習②,楽器研究,管弦楽Ⅰ①,管弦楽Ⅰ②,管弦楽Ⅱ①,管弦楽Ⅱ②,管
弦楽Ⅲ①,管弦楽Ⅲ②,合奏Ⅰ②,合奏Ⅰ③,合奏Ⅰ④,合奏Ⅲ①,合奏Ⅲ②,合奏Ⅲ③,合奏Ⅲ④,合奏Ⅳ①,合奏Ⅳ②,合奏Ⅳ③,合奏Ⅳ
④,合奏特別演習②,室内楽Ⅰ,室内楽Ⅱ,室内楽Ⅲ,室内楽Ⅳ,室内楽Ⅴ,室内楽Ⅵ,室内楽演習Ⅰ,修士オーケストラ・スタディ①,修士
オーケストラ・スタディ②,器楽

授業改善のために
取り入れた研修内容

まずはハラスメントについての教員同士の相互理解、各教員と学生との関係を今一度把握し直すなど、信頼関係の再構築に努めて
きた。

ティーチング・ポートフォリオ（教育業績ファイル）

2025年の
教育目標・授業に
臨む姿勢

突然の新任として特に姿勢が準備されているわけではなかったが、ハラスメントによる教員の交代という学生保護者にとっては
由々しき事象をまずは落ち着いて対処すること、再発防止に努めること、学生の学習意欲を高められるよう日々観察を持って対処
すること。

2025年の教育に関
する自己評価

わからないことだらけではあるが、多くの方々に助けられながら学生一人一人の心の把握、技術音楽性の把握に努めた。オーケスト
ラ等授業内容を把握しながら関わり方を模索。現場で演奏している身として実演を交えながらナマの演奏の深さを伝えることを心
掛けた。

2025年のFD活動
に関する自己評価

まさにハラスメント当事者からの引継ぎとして、情報の収集や再発防止のために学生との話し合い等を行い、落ち着いた学習環境
になったと思っている。



2025 年度(秋学期)「学生による授業アンケート」結果に対する授業改善計画書  
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１）アンケート結果に対する所見 

学生には授業を通して個人の技術や音楽性への取り組みが浸透してきていると感じる。手応

えがある。 

 

２）要望への対応・改善方策 

各曲への指導の時間のバランスに問題あり。均等に配分するように配慮すること。 

 

３）今後の課題 

浸透具合に個人差がまだある。個別に具体的に関わるよう努力すること。時折例えば授業後

に浸透具合を確認することも考えてみる。 
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